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【背景】シンチレータ材料は医療、安全管理、非破壊検査などの幅広い分野で利用されている。

紫外レーザー材料として開発された Ce
3+

:LiCaAlF6単結晶は、近年中性子線検出用のシンチレータ

材料として注目を集めており[1,2]、その発展のためには高品質な単結晶が必要不可欠である。本

研究では、フェムト秒レーザーを用いてチョクラルスキー(Cz)法で作製した Ce
3+

:LiCaAlF6単結晶

の光学特性評価を行ったので、これについて報告する。 

【実験】Ce
3+

:LiCaAlF6単結晶に対して、フェムト秒レーザー(FCPAµJewel D-1000,IMRA AMERICA, 

INC)の第 2 高調波(波長 522 nm)を集光照射し、各照射パワー密度における蛍光強度、蛍光スペク

トル、透過率を計測する。また単結晶を走査することにより、蛍光強度の 2 次元分布測定も行っ

た。 

【結果】Fig.1 は赤外蛍光強度(波長 720 nm)、紫外蛍光強度(波長 288 nm)、透過率の入射パワー

密度依存性である。2 光子蛍光である紫外蛍光強度は入射パワー密度に伴い増加し、150GW/cm
2

以上で飽和・減衰するのに対し、赤外蛍光強度は 150GW/cm
2 以上で顕著に観測された。これは、

透過率の減少より、励起状態吸収(ESA）が関連していると考えられる。Fig.2 は ESA の影響の少

ない 130GW/cm
2で励起した場合の Ce

3+
:LiCaAlF6単結晶内 2 光子蛍光強度分布を示している。結

晶端部より 20 mm 付近では他の位置に対して 2 倍の蛍光強度を観測した。これは、発光中心であ

る Ce
3+イオンの分布に依存すると考えられ、均一性を評価する上で十分な検出感度が得られてい

る。本手法は非破壊 3 次元計測が可能であり、シンチレータ材料を含む光学材料の有用な測定方

法として期待できる。 
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Fig. 1. Dependence of IR luminescence, UV luminescence 

and transmittance on incident beam intensity. 

Fig. 2. The spatial map of TPL intensity. 
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